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子どもと子育て家庭への支援の 

あり方検討有識者会議 資料１ 

 

 

子どもと子育て家庭への支援に関する課題と望ましいあり方について 

（前回会議での意見まとめ） 

 

 

１ 子どもと子育て家庭への支援に関する現状の課題について 

（主な意見） 

分類 課題の内容 

保護者・

家庭 

幼稚園・保育園で子ども家庭支援センターと連携を必要とするケースが増えてい

る 

保護者対応が難しく、親育ちのサポートが必要と思われるケースも増えている 

子どもについて、園や学校の現場での認識と、家庭の認識が違うことも多い 

共働き世帯の増に伴い、学校とうまくつながれないケースも増えている 

子どもの

発達 

発達の気になる子どもについて、特に診断のないケースが増えているが、保護者の

受容がない中での支援が難しい 

困難さの

多様化 

子ども自身の発達以外にも、愛着形成や家庭環境等、支援を必要とする要因が多様

化している 

一つの機関だけでは対応できない複雑な課題を持つ家庭が増えている 

外国人 外国にルーツのある家庭が増えているが、言葉の問題などにより、支援が難しい 

貧困 生活困窮世帯に対するアウトリーチや伴走型の支援をより手厚くする必要がある 

居場所 不登校のケースなど、学齢期の子どもで、居場所がない子どもが一定数いると思わ

れる 

コロナ禍 コロナ禍を受け、子育て中の家庭がどのような困難を抱えているか、実態が見えに

くくなっている 

コロナ禍による働き方の変化を受け、保護者のストレスがたまっていると思われ

る家庭がある 

支援機関 関係機関の間で支援に関する考え方にずれがあり、連携がうまくいかないことが

ある 

小学校就学時、中学校進学時などの支援者間の情報連携が不十分で、進学後にはじ

めて問題に気づくことがある 

支援を必要とする家庭が増えており、支援機関のマンパワーが不足しているので

はないかと感じることがある 

 

（裏面あり） 

 

 



２ 子どもと子育て家庭への望ましい支援のあり方について 

（主な意見） 

分類 望ましい支援のあり方 

切れ目のない支援 関係機関同士の顔の見える関係が構築されていて、支援に関する細かい部

分の認識まで共有ができている 

ライフステージを通じて、一貫した支援が受けられるような体制が整って

いる 

ポピュレーション

アプローチ 

全ての家庭に対して、母子保健と子育て支援の連携による、予防を重視し

た支援が行われている 

重層的な支援 拠点となる専門機関だけでなく、親子と一番近い地域も含めた、多職種連

携による重層的な支援が行われている 

様々な課題のある家庭を専門機関だけで抱えるのではなく、同時に、誰に

でも開かれている子育て支援サービスにアクセスしてもらうことができ

ている 

アウトリーチ 支援サービスにアクセスすることが難しい家庭に対して、積極的にアウト

リーチによる支援が行われている 

保護者への支援 様々な要因から、育てにくさを感じている保護者に対して、各機関がきち

んとコミュニケーションを取りながら、何かあったらすぐにサポートでき

る体制が整えられている 

発達の気になる子どもや医療的ケアを必要とする子どもを持つ親など、子

育てに困難さを感じる保護者同士がつながることのできるような、日常的

な交流の場が準備されている 

親育ちのサポート 子育ての中で、親自身が成長することのできるような、親支援のプログラ

ムが準備されている 

学生のうちから、赤ちゃんに触れたり、子育てについて学んだりすること

のできる機会がある 

子どもの居場所 家庭や学校などに居場所がない子どもでも利用できるような、地域の居場

所が用意されている 

 


